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1.  平成24年12月期第3四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年9月30日） 

(2) 連結財政状態 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第3四半期 22,751 11.7 692 ― 604 ― 490 ―
23年12月期第3四半期 20,368 △14.4 △224 ― △291 ― △2,472 ―

（注）包括利益 24年12月期第3四半期 501百万円 （―％） 23年12月期第3四半期 △2,410百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第3四半期 16.72 ―
23年12月期第3四半期 △84.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第3四半期 44,223 19,813 44.8 674.72
23年12月期 45,100 19,400 43.0 660.61
（参考） 自己資本   24年12月期第3四半期  19,813百万円 23年12月期  19,400百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年12月期 ― 3.00 ―
24年12月期（予想） 3.00 6.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,942 18.0 788 ― 602 ― 309 ― 10.52



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引

法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、不確定な要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要

因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、【添付資料】３ページ「(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期3Q 31,937,474 株 23年12月期 31,937,474 株
② 期末自己株式数 24年12月期3Q 2,571,751 株 23年12月期 2,569,426 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期3Q 29,366,640 株 23年12月期3Q 29,370,605 株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興関連需要等を背景として緩や

かながらも持ち直しの傾向が見られたものの、欧州債務危機等による海外経済の減速や長期的な円高傾

向などの影響から、景気は足踏みし、先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。 

このような状況のなか、当社グループにおきましては、前期において不採算事業所の閉鎖等のリスト

ラクチャリングを行い、収益構造の改善に全社をあげて取り組むとともに、映像事業、スポーツ・レジ

ャー事業、不動産事業の３事業ともに、引き続き、積極的な営業活動を行ってまいりました。 

この結果、売上高は22,751百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は692百万円（前年同期は224百

万円の営業損失）、経常利益は604百万円（前年同期は291百万円の経常損失）となり、四半期純利益は

490百万円（前年同期は2,472百万円の四半期純損失）となりました。 
  
セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

当第３四半期連結累計期間における映画興行界は、邦画を中心にヒット作品が生まれたものの、業

界全体としては、引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のなか、映画興行事業におきましては、前期より推進している映写設備のフルデジ

タル化に伴う上映環境の整備を順次進めるとともに、空調管理システム、ＬＥＤ照明の導入などによ

る効率的な運営と徹底したコスト管理に努めてまいりました。また、昨年11月に開業いたしました

「１０９シネマズ湘南」(神奈川県藤沢市)が好稼働し、収益に寄与いたしました。 

当第３四半期連結累計期間の上映作品といたしまして、邦画では「テルマエ・ロマエ」「ＢＲＡＶ

Ｅ ＨＥＡＲＴＳ 海猿」「踊る大捜査線 ＴＨＥ ＦＩＮＡＬ 新たなる希望」「おおかみこどもの雨

と雪」、洋画では丸の内ルーブル系で全国公開いたしました「シャーロック・ホームズ シャドウ ゲ

ーム」をはじめ、「ミッション：インポッシブル／ゴースト・プロトコル(ＩＭＡＸ®版)」「メン・

イン・ブラック３(ＩＭＡＸ®３Ｄ版)」「アベンジャーズ(ＩＭＡＸ®３Ｄ版)」「アメイジング・スパ

イダーマン(ＩＭＡＸ®３Ｄ版)」「バイオハザードⅤ：リトリビューション(ＩＭＡＸ®３Ｄ版)」など

を上映し、好評を博しました。 

映像関連事業といたしましては、９月に開催された「第５回したまちコメディ映画祭ｉｎ台東」に

おける企画協力・運営業務を受託いたしました。 

この結果、売上高は11,435百万円（前年同期比24.1％増）となり、営業利益は321百万円（前年同

期は388百万円の営業損失）となりました。 
  

ボウリング、フットサルの両事業におきましては、各事業所において快適に競技を行える施設の運

営に努めるとともに、多彩なニーズに対応した各種大会を行い、地域の特性に合わせたサービスの提

供に努めてまいりました。また、スクールや会員交流を目的としたイベント等も充実させ、顧客満足

度の一層の向上をはかってまいりました。  

また、コンビニエンス事業におきましては、３月に開店した「ファミリーマート赤羽平和通り店」

(北区志茂)が順調に推移するとともに、都心に展開する各店舗においても季節型商材の積極的な販促

並びに効率的な店舗運営に努め、収益の拡大をはかってまいりました。 

さらに飲食事業におきましては、「食彩健美 野の葡萄」「モスバーガー」の各店舗ともに充実し

たメニューを揃えるとともに、きめ細やかなサービスや施設のクレンリネスの徹底などを心掛け、清

潔で快適な店舗運営を推進してまいりました。 

この結果、当事業の売上高は3,855百万円（前年同期比1.7％増）となり、営業利益は60百万円（前

年同期比52.8％増）となりました。 
  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 映像事業

② スポーツ・レジャー事業
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不動産事業におきましては、「駒込駅前ビル」(豊島区駒込)、「池袋とうきゅうビル」(豊島区東

池袋)などの当社直営ビル、「自由が丘ＮＫビル」(目黒区自由が丘)、「仙台ＴＲビル」(仙台市青葉

区)をはじめとするマスターリースビルの双方において、テナント企業からの賃料見直しや近隣ビル

間でのテナント誘致競争の激化により賃料水準も下落傾向にあり、引き続き、大変厳しい事業環境と

なりましたが、積極的な営業活動に努め、安定収益の確保をはかってまいりました。 

また、ホテル事業につきましては、１月にリニューアルオープンいたしました宿泊主体型の「ホテ

ル東急ビズフォート広島」(広島市中区)並びに「熊本東急イン」(熊本市中央区)において、インター

ネットを利用した宣伝活動や満足度の高い宿泊パック等を提供するなど、顧客の獲得に努めてまいり

ました。 

この結果、当事業の売上高は6,281百万円（前年同期比2.2％減）となりましたが、管理運営コスト

の削減等をはかり、効率的なビル運営に努めたことにより、営業利益は951百万円（前年同期比

14.8％増）となりました。 
  

ビル管理事業におきましては、オフィスビルを中心にビルメンテナンス・安全管理における高いニ

ーズに応えるとともに、クオリティーの高い技術力とサービスの提供に努めてまいりました。 

アミューズメント事業におきましては、都心に展開しているゲームセンター「Ｇ－ＲＥＣ’Ｓ」で

の快適な店舗の運営に努めてまいりました。 

また、流行発信ショップ「ｒａｎＫｉｎｇ ｒａｎＱｕｅｅｎ（ランキンランキン）」は、７月に

渋谷ヒカリエ「ＳｈｉｎＱｓ」内に期間限定店舗を出店するなど、ブランドの価値向上をはかりなが

ら、話題の商品・情報を提供していくとともに、安定した収益基盤の構築に努めてまいりました。 

この結果、これら事業の売上高はランキン事業が寄与し、1,179百万円（前年同期比25.6％増）と

なり、営業利益は53百万円（前年同期比84.2％増）となりました。 
  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ877百万円減少し、44,223百万

円となりました。これは主に売掛金が475百万円増加し、その他（未収入金）が585百万円減少、有形

固定資産が829百万円減少したことによるものであります。 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ1,289百万円減少し、24,409百万円となりました。

これは主に買掛金が742百万円増加し、借入金が1,218百万円減少、その他（未払金）が707百万円減

少したことによるものであります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ412百万円増加し、19,813百万円となりました。

これは主に利益剰余金が402百万円増加したことによるものであります。 
  

通期の業績予想につきましては、平成24年９月24日に公表いたしました固定資産の譲渡により、平成

24年12月期第４四半期において特別利益を計上する見込みでありますが、引き続く海外経済の下振れな

どを背景とした企業収益の悪化、個人消費の低迷等が懸念され、景気の先行きが不透明なことから、平

成24年２月13日に公表いたしました業績予想を据え置くことといたします。 

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
  

③ 不動産事業

④ その他

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（総資産、負債、純資産の状況）

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第２四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。 

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
  

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月

４日）を適用しております。 
  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（２）追加情報

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 712,609 857,593

売掛金 799,267 1,275,169

商品 195,061 188,085

貯蔵品 50,003 60,414

繰延税金資産 311,044 378,561

その他 3,898,897 3,357,117

貸倒引当金 △3,887 △1,048

流動資産合計 5,962,995 6,115,893

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,011,870 10,464,112

土地 10,677,011 10,677,011

その他（純額） 2,081,989 1,800,165

有形固定資産合計 23,770,871 22,941,289

無形固定資産 1,057,599 1,060,617

投資その他の資産   

投資有価証券 2,288,561 2,338,427

差入保証金 9,536,371 9,448,789

繰延税金資産 849,205 633,033

その他 1,636,275 1,686,342

貸倒引当金 △1,135 △780

投資その他の資産合計 14,309,277 14,105,812

固定資産合計 39,137,748 38,107,719

資産合計 45,100,744 44,223,613
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,533,593 2,276,330

短期借入金 3,500,000 2,600,000

1年内返済予定の長期借入金 623,301 620,554

未払法人税等 14,754 44,752

引当金 27,800 84,353

その他 3,020,237 2,340,502

流動負債合計 8,719,687 7,966,493

固定負債   

長期借入金 2,296,171 1,980,735

再評価に係る繰延税金負債 2,829,342 2,864,419

退職給付引当金 279,973 309,758

資産除去債務 1,362,924 1,379,968

受入保証金 7,237,897 7,062,644

その他 2,973,892 2,845,977

固定負債合計 16,980,201 16,443,504

負債合計 25,699,889 24,409,998

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,028,813 7,028,813

資本剰余金 7,061,184 7,061,184

利益剰余金 2,088,180 2,490,968

自己株式 △1,379,237 △1,380,302

株主資本合計 14,798,941 15,200,663

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △254,008 △207,892

土地再評価差額金 4,855,921 4,820,843

その他の包括利益累計額合計 4,601,913 4,612,951

純資産合計 19,400,854 19,813,615

負債純資産合計 45,100,744 44,223,613
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 20,368,336 22,751,926

売上原価 19,853,075 21,365,252

売上総利益 515,261 1,386,673

販売費及び一般管理費 739,800 694,454

営業利益又は営業損失（△） △224,539 692,219

営業外収益   

受取利息 13,791 20,068

受取配当金 22,987 21,581

補助金収入 － 23,329

償却債権取立益 － 9,347

その他 11,866 10,767

営業外収益合計 48,646 85,093

営業外費用   

支払利息 73,667 154,681

持分法による投資損失 17,205 15,021

その他 24,931 2,921

営業外費用合計 115,804 172,624

経常利益又は経常損失（△） △291,697 604,689

特別利益   

投資有価証券売却益 － 69,999

退店補償金収入 － 47,603

その他 － 2,036

特別利益合計 － 119,640

特別損失   

固定資産売却損 5,611 10,068

固定資産除却損 16,530 18,075

減損損失 708,232 4,937

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 520,911 －

投資有価証券評価損 146,109 －

店舗閉鎖損失 236,366 10,025

支払補償金 25,000 41,000

災害による損失 699,164 －

その他 5,246 －

特別損失合計 2,363,172 84,107

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,654,870 640,222

法人税等 △182,321 149,336

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△2,472,548 490,886

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,472,548 490,886
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△2,472,548 490,886

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 62,264 46,116

土地再評価差額金 － △35,077

その他の包括利益合計 62,264 11,038

四半期包括利益 △2,410,283 501,924

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,410,283 501,924

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 
  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ビル管理事業、アミューズメント

事業、ランキン事業を含んでおります。ランキン事業は、平成23年５月１日に東京急行電鉄㈱より事業譲受
した新規事業セグメントであります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△733,428千円には、セグメント間取引消去△585千円、各報告セグメ
ントに配分していない全社費用△732,842千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰
属しない当社の一般管理部門に係る費用であります。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ビル管理事業、アミューズメント

事業、ランキン事業を含んでおります。 
２ セグメント利益の調整額△695,157千円には、セグメント間取引消去△472千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△694,685千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社
の一般管理部門に係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 
  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント
その他 

(注)１
合計

調整額 

(注)２

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)３映像事業
スポーツ・ 

レジャー事業
不動産事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 9,216,661 3,789,492 6,423,300 19,429,454 938,881 20,368,336 ― 20,368,336

  セグメント間の内部 

 売上高又は振替高
― ― 43,798 43,798 690,503 734,302 △734,302 ―

計 9,216,661 3,789,492 6,467,099 19,473,253 1,629,385 21,102,638 △734,302 20,368,336

セグメント利益 

又は損失(△)
△388,574 39,767 828,684 479,878 29,010 508,888 △733,428 △224,539

(単位：千円)

報告セグメント
その他 

(注)１
合計

調整額 

(注)２

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)３映像事業
スポーツ・ 

レジャー事業
不動産事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 11,435,296 3,855,036 6,281,946 21,572,279 1,179,646 22,751,926 ― 22,751,926

  セグメント間の内部 

 売上高又は振替高
― ― 41,640 41,640 672,011 713,651 △713,651 ―

計 11,435,296 3,855,036 6,323,587 21,613,920 1,851,657 23,465,577 △713,651 22,751,926

セグメント利益 321,954 60,761 951,214 1,333,930 53,447 1,387,377 △695,157 692,219

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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